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にし,ここでは,解説のあった非線形方程式の例を次に列挙するに止める｡

｢周期的な3休の非線形格子,H占non-Heiles系,戸田格子,Bugers方程式,KdV 方程

式,MKdV方程式,NI｣S方程式,Sine-Gordon方程式｣

時間の制約があり,多少急ぎ足の講義でしたが,平易な解説がなされ,入門者にも理解でき

る講義でした｡

休憩時間には,ソリトンの例 として (?)針を連ねてつきさしたゴムヒモや "パタパタ〝と

呼ばれる郷土玩具を取 り出して見せられ,いかにも "おもちゃセ ミナー〝の著者 らしい一面も

見られました｡ (文責 川上和人 )

統計物理学から見た生命現象

一特にレプリコン系の統計物理学として見た集団生物学について一

九大 ･理 ･生物 松 田 憧 嗣

聴衆20人

ものごとはやはり歴史を述べてからはじめるのがやさしいということで,この講義でも先生

御自身が何故生物学にかかわ りあうようになったかというところからはじまった｡その中で特

に基研時代に故湯川博士からいろいろと影響をうけたということが印象に残っている｡分野を

問わず,あることで本質を見抜いた人のいうことはおろそかにできない｡そのとりくみ方でよ

く真理をついているかもしれないのだ｡いい意味でかなりの影響を及ぼすものらしい｡先生御

自身の歴史のあとは生物学の歴史を原子物理学の歴史と較べてその進歩のしかたがよく似てい

ることを示された｡ものごとはたいてい現象論から本質論-という進み方をするので似ている

のが当然であろうが対応をっけてみると今さらながらにその似ていることに感心 した｡ここま

でがだいたい Introductionでいよいよ本題-入った｡時間が限られていることもあってそん

なに詳しい話 しはされなかった｡だから内容はテキス トをみればわかることであろう｡簡単に

いえばレプリコン(ある期間生存 して自己複製を行なう要素 )の数がまわ りの相互作用によっ

てどのように変化するかをモデルによって追っていったということである｡最後に利他と利己

のレプリコンの数の変化をシュミレーションしたスライ ドによる説明は面白かった｡特に利他

の中に1つだけ利己が入っているとその数は一時的にかなりふえるが最終的には全滅 してしま

うというのは,生物の一種である人間にあてはめて考えてみれば納得できる気もする｡このよ

うな生物学と物理学の間の分野のようなものは今後 とも両方からの影響をうけて発展 していく

であろう｡物質の階層からいってどの段階からが生物になるか,生命の起源といった問題とか
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らんでますます面白くなっていくであろう｡松田先生とこの分野の若手に期待する｡

(文責 仲野高志 )
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光ファイバー通信

茨城電気通信研究所 宮 下 忠

現在,情報の伝達には電磁波が,有線無線によって広く使われている｡しかし,電磁波によ

る情報伝達は,今後の高度情報化社会における情報量の増大に対応できる程,余裕があるもの

ではない｡そこで大きくクローズアップされてきたのが,光ファイバーを用いた光ファイバー

通信である｡光ファイバー通信は,半導体レーザーを発振部,光ファイバーを伝送媒体とし,

光信号に情報をのせる新しい通信システムである｡これは既存の電磁波によるアナログ伝送に

比べPCMによるディジタル伝送のために,伝達損失,伝送容量等において格段の差がある｡

この光ファイバー通信の実用化をもたらしたものには,光ファイバーの低損失化,各種デバイ

スの開発,性能向上や高信頼化等があげられるが,この中で最も重要であるのが,光ファイバ

ーの低損失化であろう｡この低損失光ファイバーを,世界に先がけ,どの様に開発してきたか

というのが,今回の講義の主な内容である｡

現在,通信用光ファイバーは石英がガラスで作られ,光ファイバー用母材から線引きされて

できる｡低損失光ファイバーは,いかに低損失な,即ち透明な母材を作るかにかかっている｡

母材の作製法には,米国ベル研究所開発のMCVD法,米国コ一二ング社開発の外付けCVD

法,そして電々公社開発のVAD法がある｡このVAD法は他の2つに比べ,主な損失原因とな

る水酸基の除去等,透明化でき,100km以上の光ファイバーを製造できる大型母材を作れる

等多くの特長を備えている｡この母材からできた光ファイバーの伝送損失は,理論による損失

限界にほぼ等しいという驚異的なものである｡ この様な話は,私達があまり耳にしない話でも

あり非常に興味深く聴 く事ができた｡また,技術屋らしい特許の話とか,光ファイバーの低損

失化が進むにつれて,その都度,極低損失光ファイバーとか,超低損失光ファイバーといった

具合に,名前を考えるのが大変だ等の話もあり楽しい講義であった｡ (文責 大塚昭弘 )

- 257-


